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NC 切削用モデリングマシンを導入し、陶磁器の量産において最も重要なケース型を、NC 切削により製

作することに成功した。この技術を利用して、実際の製品試作を行った。

１．はじめに

昨年度までの研究「AD/CAM システムを利用した

陶磁器製品開発」の中で、紙積層造形装置を利用

して立体モデルを制作する技術や、原型として利

用するための技術については確立することができ、

良い反響を得ているが、自動化が原型にとどまっ

ていることや、仕上げ時に手間が掛かるなど、問

題も残していた。

本研究は、NC 切削（切削 RP）による原型制作技

術、鋳込み型製作技術、ケース型製作技術につい

て研究し、デザインシステムと石膏型製作まで、

一連の作業をすべてをコンピュータを利用して自

動化するシステムとして構築し、業界へ普及させ

ることを目的としている。

２．研究に使用する機器

本研究に使用している機器は、Roland DG 製 モ

デリングマシン MDX-650A を中心としたシステム

である。（図１）軽金属までが切削可能で、粉塵

が飛散しないようオプションのキャビネットを備

えている。

動作範囲は 650(X)×450(Y)×155(Z)であり、一

般的な食器用石膏型の製作についてはほぼ十分な

能力がある。

３．NC切削対象としての石膏

NC 切削は、各種金属、樹脂など、様々な材料を

対象として行われている。

陶磁器業界の型は石膏で製作されており、石膏を

NC切削で加工する可能性について研究した。

石膏は使用時に水と混練して使用する。手作業

では、初期硬化後、完全硬化するまでの切削性が

高い。また乾燥し含水率が低下した状態では、著

しく切削が困難になるため、ある程度含水率が高

い状態の方が切削にも適すると考えていた。

しかし、乾燥状態による作業性を検証した結果、、

むしろ含水率が高い場合、切削後に切削面に付

着・固着してしまうこと、また機械にも付着して

清掃が困難になることなど、問題が多かった。

送風乾燥機内で３日以上乾燥したものでは、上

記のような再付着や機械の汚損も起こりにくく、

できるだけ乾燥した状態が好ましいことがわかっ

た。

図１：Roland DG MDX-650A



切削面は大変良好で、切削対象としては十分利

用できることがわかった。

切削時の粉塵は、他の切削材料に比べて微細で

広範囲に拡散するため、保護キャビネットが不可

欠である。

４．NC切削によるケース型の製作

ケース型で重要な部分は、最終的な使用型の接

合面となる部分である。（図２の斜線部）この部

分が製作できれば、残りの部分は手作業でも簡単

に製作できるため、斜線部の NC 切削に付いて研

究した。

製作したい形状のデータ（図３）を基に、型を

制作するためのデータを制作する必要がある。

分割したい型割り面を設定し、新たに独立した

形状データを制作する。（図４）

この型データを基に、実際に切削を行うための

切削パスデータを計算する。（図５）

以上の作業の後、NC 切削を行ったが、検証を重

ねて、現状の製作法より高精度なものが製作でき

ることがわかった。（図６、７）

図２：NC切削で作りたいケース型面

図４：型割り面の設計:MagicsRP画面
図３：作りたい形状;Rhinoceros画面



５．試作応用例

一連の技術を利用して、実際の試作を行った。

当センター開発したリサイクル陶土「エコポーセ

リン」を利用して、平成 13 年度から地元組合と

共同で新製品開発を行っている。

15 年度は、15 アイテムを開発した。15 アイテ

ム中、回転体の６アイテムは従来の方法で製作、

回転体以外の６アイテムを紙積層モデルによる原

型で製作、３アイテムを NC 切削による型で製作

した。

12 月１日デザイン開始、１月 10 日型完成、１

月末試作展示品完成という、従来の手法では厳し

いスケジュールであったが、デザイン確認には紙

積層モデルを製作するなど、研究で培ってきた一

連の技術を利用して間に合わせることができた。

これらの成果物は、平成 16 年２月、東京ドーム

で開催された「テーブルウェアフェスティバル

2004」で展示された。

以上のアイテムは市販準備中だが、市販の段階

では、回転体以外の９アイテムすべてについて NC

切削型を利用する予定であり、開発作業を続けて

いる。（図８、９）

図７：切削したケース型

図５：切削パス
図６：切削中の様子

図８：試作した製品



６. おわりに

以上のように、NC 切削による陶磁器用石膏型の

製作について、石膏の切削対象としての評価、型

製作データ製作法、実際の切削法に付いて研究し

た。また一連の技術は、実際の製品作りおいて、

効率的に利用できることを実証した。

次年度以降、さらに応用範囲を広げ、研究を続

けていく予定である。
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